
 

     

 

 

 

「私たちの命は私たちで守る」 

                            校長 髙桑 透 

長い夏休み、そして猛暑の夏休みが終わりました。熱中症アラートが毎日のように出され
る日々の中で、子どもたちが元気に過ごすことができているのか心配になりました。５類に
変わった感染症についても手放しで安心できるという状況にはなっていません。集中豪雨に
よる水害、干ばつと気温上昇による山火事など、世界中で異常気象に悩まされています。世
界中の人々が安心して生活できる、そんな世の中になってほしいと強く思います。 

 
２０２３年９月１日は、関東大震災が起こってちょうど１００年となります。東京、神奈

川を中心とする南関東で大きな被害を出しました。主に火災により、１０万人以上の方が亡
くなられるとともに、東京や横浜では６割の家屋が破損し、多くの住民が家族と住居を失い
ました。感想大震災以降も、１９９５年１月１７日阪神淡路大震災、２０１１年３月１１日
東日本大震災と、他にも大きな地震が何度か起こっています。 

 
学校では、このような大きな地震発生などに備

えるために、避難訓練を行っています。いざとい
うときに、自分の命を守ることができるか、また
周りの人たちの命も守ることができるか、そのた
めにどうしたらよいかについて、しっかり学んで
います。特に毎年防災の日には、総合防災訓練と
して横浜市立学校全校で大地震発生を想定した
訓練を行います。 

 
また、震災時の避難場所となる地域防災拠点訓

練もこの時期に行われます。一本松小学校地域防
災拠点訓練は、９月３日（日）午前中に管理運営
委員のメンバーで行われます。猛暑や感染症の状
況より、地域住民の皆さんに参加していただく訓
練については、見合わせましたが、このような備
えをしっかりやっていただいていることは、本当
にありがたいことです。今後も定期的に防災拠点
訓練は計画されていますので、お子さんと一緒に
ぜひ参加してください。 

 
さらに、９月２日（土）には、日本丸メモリア

ルパークにて防災啓発イベントも行われます。過
去の地震からの防災の重要性を学ぶとともに、必
要な行動・備えについての学びを深める絶好の機
会となります。いつ何が起こるかわからないこれ
からの時代を生きていくためにも、お時間のある
はぜひ足をお運びください。 

学校だより 
横浜市立一本松小学校  

横浜市立一本松小学校 

校 長  髙桑 透 

令和５年８月２８日 

 

 

９月号 

横浜市防災教育の指針より抜粋 


